
第 3７回熊本市景観審議会議事録（要旨） 

 

日 時 令和５年(202３年)７月１２日（水）１４時３０分から１６時３０分 

 

場 所 熊本市国際交流会館 ３階 国際会議室 

 

出席者 

（委員）田中会長、原田委員、星野委員、鄭委員、魚住委員、吉川委員、川口委員、東委員、 

丸山委員、面木委員、山田委員 

（事務局）都市建設局   部長 上野 幸威 

都市デザイン課 粟田課長、松永課長補佐、高城主幹、鎌田主査、黒木技術参事 

加藤技術参事、木村参事、三浦主任技師、村上主任技師 

 

 

【議題】 

［諮問事項］ 

①改定熊本市景観計画骨子（案）について 

 

［報告事項］ 

① 改定熊本市景観計画素案（序章～第３章）たたき 

② 専門委員との景観調整等の開催状況について 

 

【概要】 

［諮問事項①］改定熊本市景観計画骨子（案）について 

事務局から、改定熊本市景観計画骨子（案）についての説明後、審議を行った。 

 

■景観審議会の答申については以下のとおり。 

・「市民との協働」に記されている景観教育やフォトコンテストは周知啓発が主目的であるため、

市民と協働で取り組む活動（清掃活動等）を追加いただきたい。 

 

なお次の点については、改定熊本市景観計画素案において考慮願いたい。 

・「視点場」「熊本らしさ」等の重要なポイントは、掲載箇所がわかるよう目次等を工夫していた

だきたい。 

・各重点地域のある視点場が一目でわかる地図等の掲載を検討いただきたい。 

・「熊本らしさ」の説明文に関して「どこにいても感じられる」という言葉の強調と、自然・歴

史・暮らしが重層的であるという意味合いがわかる表現を工夫していただきたい。 

 

   ■主な質疑応答については、次のとおり。 

   （委員）   小学生への景観教育やフォトコンテストについて。具体的にどういった教育方法な

のか、またどういったコンテストなのかお聞きしたいです。 

   （事務局） 景観教育については、教育センターと連携し、総合学習等の授業の中で、景観の捉え

方や、町並みの風景の変化等をクイズ形式で子供たちに考えてもらいながら景観に

ついて意識してもらうような授業を行っています。それぞれの学校ごとに求めるも



のとか地域性が異なりますので、学校の校区にあわせて先生とも協議をしながら、景

観教育を行っています。 

フォトコンテストは、昨年度から始めましたもので、都市デザイン課公式インスタグ

ラムを通じて、一定期間の募集期間を設けて特定のハッシュタグをつけて投稿いた

だき、景観調整会議の中で審査をし、受賞作品を決定しました。昨年度から実験的に

初めていますので、今後改善し、応募数が増えるように工夫していきたいなと考えて

います。 

 

   （会長）  景観教育もフォトコンテストも景観への周知啓発という側面が強い。章立ては、市民

との協働であり、一緒に何かやりましょうということを掲げているので、市民と一緒

に景観をつくったり、保全したりする具体策が掲げられるといいですね。 

   （事務局） 検討してみます。 

 

   （委員）  熊本市の景観特性の「熊本らしさ」の説明文で、自然・歴史・暮らしの重層的な景観

が“どこにいても”感じられるというのがポイントということを聞き、非常に印象的

でした。ただ現在の文章を見ていても、その点がよくわからないし目立たない。説明

を聞くと腑に落ちる所もあったので、もう少し強く打ち出せないものかと思いまし

た。表現を考えた方がいいかなと思いました。 

   （会長）  「熊本らしさ」をわかりやすく共有するために、もう少し工夫が必要であるというこ

とですね。検討してみます。 

 

 

［報告事項］ 

① 改定熊本市景観計画素案（序章～第３章）たたき 

事務局から改定熊本市景観計画素案（序章～第３章）たたきについて報告を行った。 

■主な質疑応答については次のとおり。 

（委員） エリアを分けて色々な視点場があるので、熊本らしさにもあった“どこにいても”に非常

に重なっているように感じました。視点場の数と“どこにいても”とに関わりがあれば、

もう少し強く打ち出すという手法もあるのかなと思いました。 

（会長） 城下町とか湖があり景観要素が恵まれている都市は、そこが視点場になっていることも多

いと思います。熊本は特にお城もあり湖もあり、他都市と比べても視点場が多いと思いま

す。それが熊本の特徴を表していることだと思いますし、ご指摘のように“どこにいても”

と関連しますので、その辺りがしっかり伝わるように表現したいと思います。 

 

（委員）   “理念”と“景観特性”の箇所についてです。 

両方ともよくできたコピーだと思います。ただ読み進めていって、やっとこのコピーにたどり着く

ので、表紙の方に掲載しても良いのではないかなと思いました。 

（会長）   実際は概要版を作成して、HPに掲載し、印刷物として配布は概要版で行います。ですので、概

要版の表紙とか見開きページに重要な部分がでてくる等の工夫を概要版ですべきですよね。

検討させていただきます。 

（委員）   計画の名称について。“熊本市景観計画”のようなシンプルなタイトルが多いけれども、例えば

仙台市は“仙台市杜の都景観計画”等々、いろんな名前の付け方があり得るというのは、アイ

デアとしてはあるのかなと思いました。 



（会長）   サブタイトルでつけるとかですね。親しみやすさは重要だと思います。できる範囲で検討してみ

ましょう。 

 

② 専門委員との景観調整等の開催状況について 

専門委員との景観調整等の開催状況について事務局から報告を行い、特段意見はなかった。 


